
事業所名

給 与 支 払 者 の
個 人 番 号 又 は
法 人 番 号

フ リ ガ ナ

A

フ リ ガ ナ

〒

略号 略語

Ａ

・退職予定
　○年○月○日
※退職者は中途就退職欄
に日付を記入してください。

Ｂ ･他事業所特徴

※町記載欄 →

→

Ｄ
・事業専従者
・専従者

Ｅ ・２人以下

●

提出区分

事業種目

年間分・退職分

退職者又は
退職予定者
（３月まで）

この申請書は、普通徴収申請者（特別徴収できない人）の個人別明細書の上に
付けて提出してください。（図参照）
普通徴収申請者の個人別明細書摘要欄には、必ず略号（A～E)を記入してください。

退職者又は退職予定者(３月まで)

他の事業所で特別徴収の方

毎月給与の支給がない方

報 告 人 員

給 与 の
支 払 方 法
及 び 期 日

電話番号

会 計 事 務 所 等 の
名 称 ・ 担 当 者

電話番号

個人事業者の事業専従者

受給者総人員が2人以下

令和７年１月１日現在において、苓北町以
外の受給者も含め総人員２人以下の事業
所については、令和７年度は普通徴収で
きることとしています。

令和６年中の退職者、令和７年３月までに
退職予定の方。
※４月以降の退職については、退職後に
異動届を提出してください。

他の事業所で支給される給与から住民税
が特別徴収されている方。（他事業所で特
別徴収されていることを確認の上記載くだ
さい。）

理由

給 与 支 払 者 の
氏 名 又 は 名 称

※ｅＬＴＡＸや光ディスク等により給与支払報告書を提出いただく場合は、総括表及び普通徴収申請
書の添付は必要ありません。普通徴収を申請する受給者がいる場合は普通徴収項目に「１」を入力
（ＰＣｄｅｓｋ利用の場合は普通徴収を選択）し、略号又は略語を摘要欄に入力をお願いします。

※総括表の印字内容に変更・誤りがございましたら、二重線で抹消し訂正してください。

報告人員のう
ち退職者人員

税務署

　　　課　　係　　氏名

備　考

連絡者の氏名及
び所属等ならびに
電 話 番 号

給 与 支 払 者 が
法人である場合の
代 表 者 の 氏 名

所轄税務署名

受 給 者
総 人 員

         　　　 年　　     月分から      　 　　　年　　   　 月分まで

給与支払報告書（総括表）

苓北町長　様

同 上 の 所 在 地

給与の支払期間

所得税の源泉 徴収
を し て い る 事 務 所
又は事業所の 名称

令和　　　　年　　　　月　　　　日　提出

指定番号

種類:0

青色･白色申告を行う個人事業主から給
与の支払いを受ける同一生計の親族の方
は普通徴収できることとしています。

・給与年○回払い
・毎月なし

□法人

□個人事業主

□法人番号の記載確認

□個人番号の記載確認
　　　　↓
　□支払者本人提出→　□支払者番号確認
　　　　　　　　　　　□支払者身元確認

　□代理人提出　　→　□支払者番号確認
　　　　　　　　　　　□代理権確認
　　　　　　　　　　　□代理人身元確認

　□郵送提出　　　→　□番号確認書類写し
　　　　　　　　　　　□身元確認書類写し
　　　　　　　　　　（□代理権確認書類写し）

Ｃ

熊本県入札参加資格申請に必要な特別徴収実施確認書を提出した事業所については、Ｄ・Ｅに該当す
る場合でも特別徴収を実施していただきます。

受給者総員が
２人以下

理　　由 人数

毎月給与の
支払いがない方

個人事業者の
事業専従者

内容

普通徴収申請者　合計人数

B

他の事業所で
特別徴収の方

この用紙以降の者は、下記理由で特別徴収できないため、普通徴収として申請します。

普通徴収申請書

苓北町長　宛

・給与の支払いが２ヶ月に１回や年間４回
など、毎月給与の支給がない方。（アルバ
イト等についても、毎月支給がある方は特
別徴収となります。）

E

D

C

略号

個人別明細書
（普通徴収）

（特別徴収）

個人別明細書

総括表

一束にして提出してください。

普通徴収申請書


